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毎号福祉の現場で活躍する若手スタッフを
ご紹介します。

ちゃん八
ヶ
岳
を
間
近
に
望
む
富
士
見
町
社
協
。

こ
こ
で
地
域
の
人
か
ら「
さ
き
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
の
が
、明
る
い
笑

顔
が
印
象
的
な
篠
原
早
紀
さ
ん
で
す
。子
ど

も
の
頃
、年
の
離
れ
た
弟
が
生
ま
れ
た
こ
と
で

保
育
士
を
め
ざ
し
て
い
た
篠
原
さ
ん
で
す
が
、

高
校
卒
業
後
に
進
学
し
た
福
祉
大
学
校
の
実

習
で
介
護
施
設
を
訪
れ
、高
齢
者
の
優
し
さ
や

大
ら
か
さ
に
触
れ
た
こ
と
で
介
護
の
道
を
選

択
し
ま
し
た
。そ
し
て
、新
た
な
介
護
事
業
の

展
開
を
進
め
て
地
域
福
祉
に
も
注
力
し
始
め

て
い
た
同
社
協
に
入
職
。「
介
護
だ
け
で
な
く

地
域
の
こ
と
に
も
取
り
組
め
、広
い
目
で
見
る

と
子
ど
も
の
こ
と
に
も
関
わ
れ
る
」と
思
っ
た

こ
と
が
入
職
の
決
め
手
で
し
た
。

　
入
職
後
は
介
護
事
業
所
に
配
属
さ
れ
、現

在
は
地
域
福
祉
係
に
異
動
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
地
区
社
協
の
支
援
、広
報
誌
の
制

作
な
ど
幅
広
い
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。特

に
平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
た「
富
士
見
町

地
域
元
気
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」は
、篠
原
さ

ん
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
は

総
合
事
業
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、介
護
予
防・生
活
支
援
に
取
り
組
む
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
を
図
る
も
の
。前
例
の
な
い
企
画

だ
っ
た
た
め
に
担
当
を
任
さ
れ
た
当
初
は
悩

ん
だ
そ
う
で
す
が
、上
司
に
相
談
し
な
が
ら
実

践
的
な
９
つ
の
講
座
を
組
み
立
て
た
こ
と
で
、

受
講
後
に
自
ら
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
た
参
加

者
も
い
て
、次
の
活
動
へ
と
実
を
結
べ
て
う
れ

し
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。ま
た「
受
講
し
て
よ

か
っ
た
」「
次
は
こ
れ
を
や
り
た
い
」と
い
っ
た

感
想
や
意
見
も
も
ら
え
、今
は「
ま
ず
は
や
っ

て
み
る
こ
と
が
大
切
」と
実
感
し
て
い
る
の
だ

と
か
。

　
そ
ん
な
篠
原
さ
ん
で
す
が
、異
動
し
た
ば
か

り
の
頃
は
地
域
福
祉
の
仕
事
に
対
し
大
き
な

葛
藤
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
最
初
の
頃
は
地
域
福
祉
事
業
の
幅
広
さ
に

と
ま
ど
い
、人
前
の
説
明
で
は
極
度
に
緊
張
し

地
域
に
積
極
的
に
出
て
行
け
ず
、自
分
に
は

地
域
福
祉
は
向
い
て
い
な
い
と
激
し
く
落
ち

込
み
ま
し
た
。で
も
、福
祉
教
育
な
ど
に
も
関

わ
る
う
ち
に
福
祉
と
は『
普
段
の
暮
ら
し
の
幸

せ
』で
あ
る
か
ら
こ
そ
、ま
ず
は
自
分
を
大
切

に
し
な
い
と
、他
人
の
こ
と
を
よ
り
大
切
に
は

で
き
な
い
と
気
付
い
た
ん
で
す
。そ
こ
で
自
分

の
体
を
い
た
わ
り
、お
い
し
い
食
事
や
楽
し
い

旅
行
を
し
て
幸
せ
を
感
じ
、そ
の
幸
せ
の
波
紋

を
広
げ
て
い
く
よ
う
に
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」

　
明
る
く
笑
顔
が
絶
え
な
い
職
場
の
仲
間
や

頼
れ
る
上
司
も
、今
は
大
き
な
支
え
と
な
っ

て
い
ま
す
。そ
ん
な
篠
原
さ
ん
の
今
後
の
目
標

は
、も
っ
と
知
識
を
も
っ
て
行
動
す
る
力
を
付

け
る
た
め
に
も
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
得

し
て
自
信
を
付
け
、ア
サ
ー
テ
ィ
ブ（
相
手
も

尊
重
し
た
上
で
対
等
に
自
分
の
意
見
を
相
手

に
伝
え
る
こ
と
）な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
と
、も
っ
と
地
域
に
出
て
人
と
顔
を
合

わ
せ
、地
域
の
人
の
居
場
所
づ
く
り
に
携
わ
っ

て
い
く
こ
と
。周
囲
か
ら
愛
さ
れ
る
篠
原
さ
ん

な
ら
、き
っ
と
今
ま
で
深
く
悩
ん
だ
経
験
を
糧

に
、こ
の
目
標
を
叶
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

福
祉
と
は「
ふ4

だ
ん
の 

く4

ら
し
の 

し4

あ
わ
せ
」

自
分
の
幸
せ
が
周
囲
へ
の
優
し
さ
に
つ
な
が
り
ま
す

富士見町社会福祉協議会
地域福祉係

篠原早紀さん

いろいろな経験から自分を知り、
自分の幸せも考えた働き方を

仕事は気持ち次第で良く
も悪くもなります。そこで
自分がどんな時に幸せを
感じるかを知っておくと、
落ち込むことがあっても気
分を取り戻せます。だから
こそ、これから将来の仕事
を決める人はたくさんの経
験を通していろんな自分と
出会ってほしいです。そし
て、人とのふれあいから元
気をもらえるのが社協の
仕事の魅力です。

今以上の地域福祉を住民と共に
つくっていくことが社協の使命

利用者さんから信頼される
訪問介護をめざして

私たちは部署を超えて地域
に出向き、行政とも連携を
図って地域福祉に取り組ん
でいます。だからこそ一生
懸命携わるほど地域が暮ら
しやすくなり、住民の笑顔
が増えるやりがいがありま
す。そして、住民と共に課題
を乗り越え形にしていける
のもこの仕事ならではの醍
醐味です。

進藤竜一さん
（地域福祉係係長）

利用者さんの自宅に伺う訪
問介護に携わってます。心
がけているのは、年上の利
用者さんへの言葉遣いに配
慮し、困りごとにも気を配る
ことでよりよい生活が送れ
るようにすること。そうした
中で「ありがとう」と言われ
るとやはりうれしく、仕事の
励みになっています。

小林めぐみさん
（訪問介護副主任）

職場内では一番の年下として可愛がられつつ、真摯に地域福
祉に取り組む篠原さん。その働きぶりを上司の進藤さんは「何
事も一生懸命で言われればすぐに行動し、最近は自分で考え
て動く力も付いてきた」と太鼓判を押します。そんな篠原さん
が仕事で心がけているのは、常に笑顔を大切に、相手の表情
を見ながら気軽に話ができる雰囲気をつくること。こうして相
談に耳を傾け、相手の思いに寄り添うように努めています。

原村出身。12歳の頃に弟が生まれたことで保育
士をめざすようになり、高校卒業後に諏訪市の
福祉大学校に進学。しかし、もともと祖父母が好
きだったことや介護施設での実習の経験から介
護福祉の道をめざすようになり、卒業後の平成
23年に富士見町社協に入職。3年間、介護業務
に従事した後、平成27年より現職。
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四
つ
の
優
先
課
題
に
果
敢
に

取
り
組
み
ま
す
！

「
つ
な
が
り
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
て

1

3

2

4

総
務
企
画
部

相
談
事
業
部

地
域
福
祉
部

福
祉
人
材
部

5

長
野
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会

　

三
月
三
十
一
日
、
国
会
で
、
社
会
福
祉
法
の

改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。平
成
二
十
八
年

度
は
、
福
祉・
介
護
を
巡
る
様
々
な
制
度
改
革

が
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
改
革
を
地
域
福
祉
推
進
の

契
機
と
し
て
活
か
し
て
い
く
た
め
、
本
会
で

昭和 27 年1月11日　第三種郵便物認可第 731号　平成 28 年 4 月25日発行

平
成
28
年
度
長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
か
ら

県
社
協
か
ら
の

イ
チ
オ
シ
情
報

　

制
度
改
正
に
対
応
し
て
、
本
会
の
組
織・
財

務
の
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
、社
会
福
祉
法
人
へ
の
相
談
支
援

や
、地
域
貢
献
事
業
の
推
進
、広
報
活
動
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

［
1
］総
合
企
画
・調
整

　

○
法
人
運
営
支
援
窓
口
の
充
実

　

○
制
度
改
正
対
応
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

　

○
市
町
村
社
協
の
運
営
支
援

　

○
本
会
独
自
の
公
益
事
業
の
企
画

［
2
］総
務
・
庶
務
・
広
報

　

○
本
会
の
組
織
、財
務
の
改
革

　

○
事
務
処
理
の
効
率
化
の
推
進

　

○
情
報
公
開
、情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

４つの優先課題

① 社会福祉法人制度改革への対応

②  災害時における社会福祉協議会の連携強化

と緊急時の体制整備

③   地域を基盤とする総合相談・生活支援の体制

づくり

④  福祉・介護サービスを担う人材育成とキャリ

ア形成の支援

事務局長 宮本寿郎、会長 腰原愛正、常務理事 青柳郁生

総務企画部「皆様のお役に立てる県社協を目指し頑張ります！」

相談事業部「課題を共有！相談TELお待ちしてます！」

福祉人材部「皆様とともに福祉人材の確保・育成に取り組みます。」

［
3
］退
職
共
済
事
業
の
適
切
な
運
営

　

○�「
退
職
手
当
積
立
基
金
事
業
」「
年
金
共

済
事
業
」の
適
切
な
運
営

　

○
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実

　
「
地
域
福
祉
研
究
会
報
告・
提
言
」（
平
成
27

年
12
月
発
行
）を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
福
祉・

生
活
課
題
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、地

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
地
域
福
祉

推
進
の
人
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、つ
な

が
り
や
支
え
合
い
の
再
構
築
を
目
指
し
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア・
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、災
害
時
を
想
定
し
た
広
域
で
の
福
祉

業
や
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
等
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
を
基
盤
と
す
る
総
合

相
談・生
活
支
援
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

［
1
］総
合
相
談
機
能
の
充
実

　

○
相
談
事
業
基
礎
研
修

　

○�

ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
ケ
ー
ス
検
討
会
の
実
施
支
援

［
2
］日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

○�

基
幹
的
社
協
と
の
連
携
、モ
デ
ル
実
施
町

村
社
協
の
拡
大

　

○
担
当
者
研
修
の
効
果
的
な
実
施

［
3
］ 信
州
パ
ー
ソ
ナ
ル・
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
着

実
な
実
施

　

○�

県
内
９
カ
所
の「
ま
い
さ
ぽ
」の
運
営
、

ま
い
さ
ぽ
出
張
相
談
所
と
の
連
携

　

○
家
計
相
談
支
援
事
業
の
充
実

　

○
支
援
人
材
育
成
研
修
事
業

　

○
地
域
生
活
支
援
体
制
モ
デ
ル
事
業

［
4
］生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

○�

市
町
村
社
協
と
の
連
携
に
よ
る
積
極
的

な
相
談
支
援
、貸
付

　

○
償
還
指
導
等
に
よ
る
債
権
管
理

　

○
貸
付
相
談
員
配
置
事
業

　

求
人・
求
職
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
な
が

ら
、関
係
機
関・
団
体
と
連
携
し
た
多
面
的
な

取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、福
祉
職
員
生

涯
研
修
、
介
護
支
援
専
門
員
研
修
及
び
介
護

職
員
実
務
者
研
修
等
を
体
系
的・効
果
的
に
行

い
、人
材
の
定
着・育
成
を
図
り
ま
す
。

［
1
］福
祉
人
材
の
確
保
定
着
支
援

　

○�
福
祉・
介
護
人
材
確
保
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
の
開
催

　

○
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
の
配
置

　

○
就
職
説
明
会
の
実
施

　

○
中・高
生
の
た
め
の
福
祉
の
訪
問
講
座

　

○
漫
画
冊
子
等
啓
発
ツ
ー
ル
の
作
成

　

○�

離
職
介
護
福
祉
士
届
出
制
度
実
施
に
係

る
準
備

　

○�

人
材
確
保・雇
用
管
理
改
善
実
践
研
究
会

の
開
催

　

○�

県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
の
運

営
支
援

［
2
］福
祉
人
材
の
育
成
、研
修

　

○
事
業
所
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
構
築
支
援

　

○
福
祉
職
員
生
涯
研
修

　

○�

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

の
実
施

　

○
介
護
支
援
専
門
員
研
修

　

○�

介
護
職
員
実
務
者
研
修（
全
社
協
か
ら

受
託
）

［
3
］介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
事
業

　

第
三
者
的
機
関
と
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
苦
情
の
相
談
、解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

は
、第
４
次
基
本
構
想
に
基
づ
く
４
つ
の
優
先

課
題
を
中
心
と
し
た
積
極
的
な
事
業
展
開
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会

福
祉
法
人
関
係
者
と
と
も
に
、法
人
の
組
織
改

革
や
情
報
公
開
を
推
進
し
ま
す
。

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

［
1
］安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り

　

○
住
民
の
支
え
合
い
活
動
の
推
進

　

○
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

［
2
］地
域
福
祉
の
基
盤
づ
く
り
、
人
づ
く
り

　

○
市
町
村
社
協
へ
の
支
援
、研
修

　

○�

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成

研
修

［
3
］関
係
団
体
と
の
連
携
、
協
働

　

○
民
生
委
員・児
童
委
員
と
の
連
携
等

［
4
］ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
活
動
の
振
興

　

�

○�

信
州
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
地
域
活
動

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
開
催

　

○�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

研
修

［
5
］災
害
救
援
活
動
及
び
防
災
・
減
災
事
業

　

○��

災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

の
構
築

　

○�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援　

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
養
成

　

○
災
害
発
生
時
の
市
町
村
社
協
の
初
動
支
援

［
6
］福
祉
教
育
の
推
進

　

○�

福
祉
教
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
、研
究
会
の

開
催

　

○�

小・
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
聞「
や
ま

び
こ
だ
よ
り
」の
発
行

　　

信
州
パ
ー
ソ
ナ
ル・サ
ポ
ー
ト
事
業
の
着
実

な
実
施
と
と
も
に
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事

地域福祉部「地域の課題に全力投球！チーム一丸で頑張ります。」

改改

改 改

改改改改改改

新新

新新

新改
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全
て
の
生
活
物
資
が
枯
渇
し
て
い
た
終

戦
後
の
昭
和
24
年
、
社
会
福
祉
法
人
萱
垣

会
は
小
さ
な
お
寺
の
庫
裏
の
十
畳
間
か
ら

産
声
を
あ
げ
た
。
今
日
の
よ
う
に
福
祉
や

介
護
と
い
う
言
葉
が
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な

い
時
代
、
創
設
者
故
萱
垣
幸
道
師
は
法
人

の
一
歩
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

　
「
年
の
暮
れ
に
一
人
の
老
女
が
寺
の
門
を

く
ぐ
り
一
夜
の
宿
を
乞
う
て
き
た
。背
負
う

荷
物
の
中
に
は
戦
死
し
た
息
子
の
位
牌
と
僅

か
ば
か
り
の
衣
類
を
も
っ
て
の
流
浪
の
旅
。

自
身
も
南
方
で
多
く
の
戦
友
を
失
い
、自
分

だ
け
が
帰
還
し
た
こ
と
の
深
い
悔
い
の
中
で
、

老
女
を
救
う
こ
と
で
重
荷
も
軽
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
」と
の
思
い
が
原
初
で
あ
っ
た
。

　

生
活
保
護
法
下
で
の
養
老
事
業
は
、最
低

基
準
も
な
く
十
畳
間
に
五
人
が
生
活
を
送

り
、衣
食
住
を
維
持
す
る
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。

お
年
寄
り
が
亡
く
な
れ
ば
、大
八
車
に
薪
も

一
緒
に
乗
せ
て
火
葬
場
に
向
か
い
、帰
り
に

は
配
給
の
ミ
ル
ク
と
食
糧
を
確
保
す
る
こ
と

も
職
員
の
仕
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

次
第
に
利
用
者
の
中
に
は
視
覚
障
害
者

や
要
介
護
者
が
多
く
な
り
、
県
下
で
初
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
昭
和
43
年
に
、

視
覚
障
害
者
専
用
の
養
護
盲
老
人
ホ
ー
ム

を
昭
和
47
年
に
創
設
し
た
。

　

全
て
の
因
縁
は
73
年
前
、
南
方
の
餓
島

近
海
で
意
識
不
明
の
ま
ま
漂
流
中
の
と
こ

ろ
を
救
っ
て
く
れ
た
友
軍
の
絆
、
そ
し
て

67
年
前
に
一
夜
を
乞
う
て
き
た
老
女
と
の

出
会
い
が
今
日
の
萱
垣
会
を
生
み
落
し
て

下
さ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
誰
も
語
り
は
し
な

い
が
、
二
人
の
出
会
い
に
は
大
き
な
理
由

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

戦
後
か
ら
71
年
、日
本
は
豊
か
さ
と
引
き

換
え
に
少
子
高
齢
化
の
時
を
迎
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。こ
の
間
歩
ん
で
き
た
福
祉
の
制
度

は
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
が
、日
本
の
根
底

に
流
れ
る
慈
し
み
の
心
は
宗
教
の
教
え
に
あ

る「
ワ
ン
フ
ォ
ー
オ
ー
ル
、オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ

ン
」や「
忘
己
利
他
」、明
治
の
文
豪
宮
沢
賢

治
の
作
品
の
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
温
も
り

の
あ
る
人
権
尊
重
社
会
を
築
く
先
達
と
し

て
社
会
に
貢
献
し
続
け
る
こ
と
、そ
し
て
時

代
を
読
み
解
き
行
政
の
狭
間
に
光
を
当
て
る

こ
と
が
社
会
福
祉
法
人
の
在
る
べ
き
姿
の
よ

う
に
思
う
。（
長
野
県
社
会
福
祉
法
人
経
営

者
協
議
会
会
員�

社
会
福
祉
法
人
萱
垣
会
理

事
長�

萱
垣
光
英
）

昭和 27 年1月11日　第三種郵便物認可第 731号　平成 28 年 4 月25日発行

団体名／稲伏戸薬師の会（下伊那郡泰阜村稲伏戸地区）
問合せ先／会長 林 銀一氏（TEL 0260-26-2435）

生 き るし あ わ せ

は た らくよ ろ こ び

地 域 と い っ し ょ に
社会福祉法人 花工房福祉会
〒381-2226 長野県長野市川中島町今井 1387 番地 1
TEL:026-283-4187 / FAX:026-283-8703
E-mail:ecorn87@mx1.avis.ne.jp　http:/www.hanakobo-fukushikai.jp/

　会長の林さんにお話しを伺うことができました。設立は平成24年、

「世代を超えた結い」の考えに基づき、稲伏戸地区住民の安心安全を確

保し、住み易い集落の継続を目指すことを目的に活動を開始しました。

　会のモットーは、「できる時に できる事を できる人が できる様に で

きるだけ」。年1回の総会の時に立てた年間計画に基づいて、春夏秋冬

季節に合った活動を行っています。

　春の活動は水田土手づくりと農道づくりです。活動の様子を見させて

いただくと、ショベルカーやミキサー車など重機が入った本格的な活動

です。運転するのは土木作業の経験がある林さん。林さんが重機での

基礎を終えた後、メンバーが手作業で土手や道を作っていきます。「自

分たちで作ると、形として残るから誇りになるんだ」と林さんは語ります。

メンバーは30代から70代まで全員男性で19人ですが、その日の活動

に出られる人が無理のない範囲で行っています。また、夏には空家・休耕

地の除草作業、秋には椎茸原木の切り出し、冬には正月飾りの作成等を

しています。

　会の活動のエネルギーとなっているのが、活動終了後に必ず行って

いる慰労会（飲み会）です。今日の反省や次回への要望など、楽しい雰

囲気の中で次の行動につなげていきます。「自分たちの住む地域は自分

たちで」そう語る林さんに、住民支え合いの原点があると感じました。

泰阜村に自分たちで道づくりをしているグループがある？そんな情報を耳にした、自称新人隊員
「すの」が調査に乗り出しました。住民支え合いの原点ともいえるその活動内容とは・・・？

福
祉
団
体
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に

長
野
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

社
会
福
祉
法
人
の
歴
史
を
振
り
返
る

会
員
団
体「
萱
垣
会
の
歩
み
か
ら
」

01vol.

〒380-0928 長野市若里7-1-7
社会福祉法人長野県社会福祉協議会 
福祉人材部 人材グループ
TEL 026-224-3700　FAX 026-227-0137

昭和25年ころの食事風景。一汁一菜には金（かね）の茶碗と金（かね）の箸、ゴザに坐して空腹を満たしていた。
社会福祉法人萱垣会　〒395-0805飯田市鼎一色551番地　TEL 0265-22-1368　FAX 0265-22-1006

長野県社会福祉法人
経営者協議会

住民主体の福祉活動地域づくりレポート

団
体
紹
介

　

長
野
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議

会
は
、
県
内
で
社
会
福
祉
施
設
を
経
営
す

る
社
会
福
祉
法
人
を
会
員
と
す
る
組
織
で

す
。
平
成
27
年
度
末
時
点
で
78
法
人
が
加

入
し
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
の

研
修
事
業
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
経
営
の
相
談
事
業
、
全
国
社
会
福
祉

法
人
経
営
者
協
議
会
と
の
連
携
等
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
経
営
協
で
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
、
会
員
法
人
が
連
携
し
て
地
域
貢
献
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
公
的
支
援
の

網
か
ら
漏
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
生
活
困
窮

者
を
対
象
に「
信
州
あ
ん
し
ん
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
事
業
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
資
金

的
な
緊
急
支
援
で
す
が
、
開
始
1
年
目
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
生
活
困
窮
者
の

方
か
ら
相
談
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
利
用
者
本

位
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
」、「
地
域
に
根
付
い
た

法
人
運
営
」で
す
。こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け

て
社
会
福
祉
法
人
経
営
を
支
援
し
、
経
営

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

「自分たちで道をつくる？」
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旅とアートが
テーマの新 刊 書 店

〒380-0836 長野県長野市南県町 1069
11：00～20：00（平日朝 7：30～朝カフェ）

木曜定休
TEL / FAX 026-217-5687

http://chan-nel.jp/

昭和 27 年1月11日　第三種郵便物認可第 731号　平成 28 年 4 月25日発行

　
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
？
」「
食
糧
支
援
？
」「
長

野
県
に
必
要
？
」フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
始
め
た

こ
ろ
の
反
応
で
し
た
。
平
成
26
年
の
信
州

パ
ー
ソ
ナ
ル・
サ
ポ
ー
ト・
モ
デ
ル
事
業
の

会
議
で
、
食
糧
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

い
る
と
の
話
を
聞
き
、
社
会
福
祉
法
人
の

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
決
定
、
ほ
ぼ
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
現
状
は
、
各
ま
い
さ
ぽ

か
ら
毎
日
の
よ
う
に
支
援
要
請
が
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
入
り
、
郵
便
局
が
荷
物
の
集
配
に
来
る

よ
う
に
な
っ
た
日
々
で
す
。

　
『
長
野
市
な
な
せ
仲
ま
ち
園
』で
は
、
ま

い
さ
ぽ
か
ら
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
く
と
、
職
員

　

ま
い
さ
ぽ
木
曽
は
、
北
は
木
祖
村
か
ら

南
は
南
木
曽
町
ま
で
を
対
象
と
し
、
各
社

協
担
当
者
と
の
連
携
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

野
田
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
支
援
者
が
た
く

さ
ん
い
た
方
が
支
援
の
質
が
高
ま
り
、
本

人
も
自
立
に
向
け
た
意
欲
が
高
ま
る
」と

話
し
ま
す
。
ま
た
、「
先
日
、
木
曽
保
健
福

祉
事
務
所
が
主
催
し
た
自
殺
予
防
の
研
修

会
で
一
緒
に
な
っ
た
病
院
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
方
か
ら
、『
ま
い
さ
ぽ
を
知
ら
な

か
っ
た
。
実
は
患
者
さ
ん
の
中
に
は
支
払

が
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
食
糧
を
要
請
内
容
に
合
わ

せ
て
選
び
ま
す
。
担
当
職
員
が
年
齢
、
家

族
構
成
な
ど
を
考
慮
し
個
人
別
一
覧
表
に

品
物
の
内
容
を
記
入
す
る
と
、
詰
め
合
わ

せ
担
当
の
利
用
者
さ
ん
の
登
場
で
す
。
ま

ず
は
表
を
確
認
し
な
が
ら
箱
詰
め
、
荷
崩

れ
し
な
い
よ
う
考
え
な
が
ら
入
れ
て
は
出

し
の
繰
り
返
し
で
す
。
最
後
に
、「
わ
あ
！

食
糧
が
届
い
た
。
う
れ
し
い
！
」と
温
か
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
告
を
選

ん
で
上
に
敷
き
ま
す
。「
喜
ん
で
く
れ
る
か

な
？
」ガ
ム
テ
ー
プ
で
封
を
し
て
作
業
が

終
わ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

が
施
行
さ
れ
、
半
年
で
延
べ
３
０
０
件
を

支
援
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
支
援
要
請
件

数
は
増
加
傾
向
で
す
。
91
％
の
ま
い
さ
ぽ

と
連
携
し
、
利
用
者
の
住
所
で
は
県
内
の

市
町
村
の
44
％
に
上
る
利
用
数
で
す
。

　

量
的
な
問
題
で
は
ま
い
さ
ぽ
側
か
ら
の

要
請
に
充
分
応
え
き
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ま
い
さ
ぽ
レ
タ
ー
と
は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」に
基
づ
き
県
内

23
箇
所
に
設
置
さ
れ
た
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ま
い
さ
ぽ
）の
支

援
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て
、本
会
相
談
事
業

部
が
各
ま
い
さ
ぽ
や
福
祉
事
務
所
へ
定
期
的
に
配
信
し
て
い
る
も
の
で

す
。今
回
は
、平
成
28
年
1
月
5
日
に
発
行
さ
れ
た
第
4
号
の
中
か

ら
、『
関
連
情
報
』の
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
を
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

まいさぽ

レター
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

社
会
貢
献
活
動

ま
い
さ
ぽ
情
報

「
生
活
困
窮
者
の
自
立
と
尊
厳
の
確
保
」、「
支

援
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
」を
目
標
に
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
今
月
か
ら
は
生
活
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー〝
ま
い
さ
ぽ
〟の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

社
事
協
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の

取
り
組
み

（
長
野
市
社
会
事
業
協
会
長
野
市
な
な
せ
仲
ま
ち
園
）

関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

新
た
な
社
会
資
源
と
の
連
携
を

目
指
し
て

い
を
滞
納
し
て
し
ま
う
方
が
た
く
さ
ん
い

る
』と
話
が
あ
り
、
新
た
な
つ
な
が
り
が
で

き
た
」と
の
こ
と
。〝
ま
い
さ
ぽ
〟の
存
在
や

役
割
を
既
存
の
福
祉・
医
療・
就
労
等
の
支

援
機
関
に
認
知
し
て
も
ら
い
、
関
係
者
同

士
が
連
携
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
も
困
窮

者
支
援
の
意
識
や
取
り
組
み
が
高
ま
っ
て

お
り
、
統
括
職
業
指
導
官
や
就
職
支
援
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
方
な
ど
と
の
連
携
が
進
ん

で
お
り
、「
相
談
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

う
と
、
す
ぐ
に
関
係
者
が
集
ま
れ
る
チ
ー

ム
が
で
き
つ
つ
あ
る
」と
野
田
セ
ン
タ
ー
長

は
話
し
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
就
労
支
援
を
進

め
る
う
え
で
は
、
地
域
の
雇
用
環
境
を
把

握
し
つ
つ
、
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、一
般

就
労
、
就
労
訓
練
事
業
、
就
労
体
験
先
を

開
拓
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
ま
い
さ

ぽ
木
曽
で
は
、
企
業
開
拓
を
進
め
る
中
で
、

地
元
の
木
曽
町
商
工
会
と
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
、
役
員
会
に
て
ま
い
さ
ぽ
事
業
の

説
明
を
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
野
田
セ

ン
タ
ー
長
は「
今
後
、
地
域
の
企
業
に
は
、

就
労
体
験
の
場
の
提
供
の
ほ
か
、
宿
泊
や

食
糧
支
援
な
ど
緊
急
支
援
の
協
力
を
得
ら

れ
な
い
か
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」と
話

し
ま
す
。

　

最
後
に
、「
こ
の
1
年
間
を
振
り
返
る

と
、
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
何
か
し
た
い

と
い
う
住
民
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
何

か
支
援
を
し
た
い
と
い
う
一
人
ひ
と
り
の

気
持
ち
を
う
ま
く
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と

野
田
セ
ン
タ
ー
長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。木曽町商工会役員会にて生活困窮者自立支援制度及びまいさぽ木曽の

取り組みの説明を行いました。

まいさぽ木曽
（長野県木曽生活就労支援センター）

〒399-6101 木曽郡木曽町日義1600-1　
木曽町社会福祉協議会内
TEL 0264-24-0057　
FAX 0264-26-2073
E-mail ps-kiso@nsyakyo.or.jp
対象エリア／木曽郡（木曽町、上松町、
南木曽町、木祖村、王滝村、大桑村）
人口／ 28,947人（H28.3/1現在※木
曽郡内町村住民基本台帳人口）

第５号の内容
1 研修報告
・就労支援員養成研修(国研修)
・支援員連絡会議(地域研修)

２まいさぽ情報
まいさぽ諏訪市

３ 関連情報
社事協フードバンク事業の取り組み

４ Ｑ＆Ａ
社会資源の開拓、関係機関とのネッ
トワークの構築について

何
分
食
糧
自
体
が
不
足
気
味
な
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
当
事
業
所
は
障
が
い
者
の
就
労

支
援
施
設
で
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
基
づ
い
て
箱

詰
め
作
業
を
行
い
ま
す
が
、
１
日
に
12
個

の
箱
詰
め
が
最
高
記
録
で
す
。
こ
こ
ま
で

集
中
す
る
と
な
か
な
か
の
作
業
量
で
す
。

　

今
後
は
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
食
糧
確

保
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の
事
業
が

県
民
に
充
分
理
解
さ
れ
、福
祉
的
観
点
の
み

で
は
な
く
環
境
面
や
農
林
面
な
ど
様
々
な

形
で
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で

は
と
思
い
ま
す
。（
長
野
市
な
な
せ
仲
ま
ち

園�

青
柳
園
長
）
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検 索

平成28年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶補償金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと
200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円

（1事故で10万円限度）

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円

（1事故で10万円限度）

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金補償限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第三課
TEL：０３（３５９３）６８２４〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

社会福祉法人 全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社 福祉保険サービス

◆ 28年度新設 使用者賠償責任補償（プラン３-①オプション） 
 社会福祉法人役員の賠償責任補償（プラン４）

〈SJNK15-17043 2016.02.18作成〉

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成28年度

補償金額（保険金額）補償金額（保険金額） 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,200万円 1,800万円
1,200万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

300円 450円

430円 650円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

●お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第三課
ＴＥＬ：０３（３５９３）６８２４
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

〈SJNK15-17042（2016.02.18 作成）〉

〈引受幹事
保険会社〉

広告主
募集中 soumu@nsyakyo.or.jp　〒380-0928 長野市若里 7-1-7

お問い合わせは長野県社会福祉協議会 総務部まで
TEL 026-228-4244

　

長
野
市
安
茂
里
地
区
の
14
の
介
護
保

険
事
業
所
が
連
携
を
図
る「
安
茂
里
地

区
介
護
保
険
事
業
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」。

頭
文
字
か
ら
通
称「
あ
か
ね
会
」
と
命

名
さ
れ
、
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
支
援
す
る
目
的

で
、
平
成
20
年
に
行
わ
れ
た
交
流
会
を

機
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
活
動

は
、
2
カ
月
に
一
度
、
地
域
の
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
の
一
角
を
借
り
て

住
民
の
介
護
相
談
を
受
け
付
け
る「
介

護
何
で
も
相
談
会
」
を
実
施
し
た
り
、

年
に
2
回
、
介
護
に
ま
つ
わ
る
研
修
会

を
主
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
安

茂
里
地
区
で
年
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る

祭
り「
ア
モ
ー
レ
フ
ェ
ス
タ
」な
ど
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
も
ブ
ー
ス
出
展
を
し
、
介

護
相
談
の
ほ
か
介
護
体
験
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
な
ど
も
実
施
。
年
会
費
を
集
め
て

地
区
の
介
護
保
険
事
業
所
マ
ッ
プ
も
作

成
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
企
画
の
た

め
に
、
14
の
事
業
所
長
は
月
に
1
回
、

定
期
的
に
集
ま
る
会
議
を
実
施
。
普
段

は
各
々
の
事
業
所
で
働
い
て
い
ま
す
が

「
住
民
の
た
め
に
貢
献
す
る
」と
い
う
ひ

と
つ
の
大
き
な
目
的
に
向
か
う〝
仲
間
〟

な
の
で
、
会
議
は
冗
談
が
飛
び
交
い
、

明
る
く
風
通
し
が
よ
い
雰
囲
気
で
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
情
報
交
換
だ
け
で
な

く
飲
み
会
も
含
め
た
楽
し
い
交
流
も
、

会
議
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
な
参
加

の
相
乗
効
果
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
か
。

　

こ
う
し
た
流
れ
に
よ
り
、
昨
年
か
ら

は
職
員
向
け
の
全
体
研
修
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
看
護

師
な
ど
個
別
の
役
職
に
向
け
た
研
修
も

実
施
予
定
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会

を
担
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
先
駆
け
と
も
い
え
る
、
利
害
関
係
を

超
え
た
事
業
所
間
の
取
り
組
み
で
す
。

安茂里地区介護保険事業所ネットワーク（あかね会）
〒380-0956長野市安茂里小路1455-1 太田アパート
B棟 燦倶楽部 居宅介護支援事業所内
TEL 026-217-2755（担当：原 重知）

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
つ
な
が
り
、

地
域
福
祉
を
支
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
事
業
所
・
法
人
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

安
茂
里
地
区
介
護
保
険
事
業
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
あ
か
ね
会
）

「
地
域
の
た
め
の
事
業
所
連
携
を
」

わ
た
し
た
ち
の
め
ざ
す
地
域
貢
献

01
vol.
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●発行所／社会福祉法人長野県社会福祉協議会
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「ながのアートミーティング」はいくつかの福祉・教育現場などで出前アートワークショップを
提供しています。そこで障がいが重いといわれる人が、絵の具や墨をグリグリ、グルグル、ポ
タポタと、とても楽しそうに紙に塗り込んでいます。これを活かせないものかと再利用の米袋
を使った『こめこめＢａｇ』が生まれました。いわゆる生産活動や、仕事にはなかなか乗れない
人でも、このグリグリ・グルグル・ポタポタが役立つモノづくりに参加できるのです。売り上げ
の一部は表現してくれた人に還元され、チェルノブイリ連帯基金へも寄付されます。

作者紹介 『こめこめＢａｇ』　ながのアートミーティング企画制作

ポキポキッ（黒糖・塩のり・チーズ・カレー・七味）、
乙女のきもち／各100円　
ガチンコ、いちごサブレ、ブルーベリーサブレ、
ルシアンクッキー、Zoo ／各200円

離れた施設同士が共同開発した菓子販売と、
相互商品の委託販売

喬木村さくらの園では、地元の原料を使った菓子や『ご
まかりんとう』などを作り生麺製造販売の辰野町「工房
ぬくもり」さんの麺の委託販売もしています。そして共
同開発した“うどんかりんとう『ポキポキッ』シリーズ”
もあわせて販売しています。他方「工房ぬくもり」さんで
も当園の菓子を販売してくれ、相互に協力し合っている
おかげで互いに行けない地域でも販売可能となってい
ます。また、各商品ラベルは手作りなので、結婚式など
オリジナルへも変更でき、喜ばれています。

喬木村社会福祉協議会 喬木村共同作業所さくらの園
〒395-1101 下伊那郡喬木村938-2
TEL/FAX 0265-33-4555
Email takagi-sakura@almondo.ocn.ne.jp

今月の逸品

長野県社会福祉協議会 総務企画部 総務グループ
TEL 026-228-4244　FAX 026-228-0130
E-mail soumu@nsyakyo.or.jp

●第65回長野県社会福祉大会（予告）
日程／平成28年9月14日（水）
会場／長野市芸術館（長野市）

●音訳ボランティアセミナー
日程／平成28年6月7日（火）
会場／たつのパークホテル（辰野町）

県社協からのお知らせ

● ドナルド・マクドナルド・ハウス財団
　助成事業
応募締切／平成28年5月31日（火）消印有効
問合せ先／ドナルド・マクドナルド・ハウス財団2016
年度助成金担当／〒163-1339東京都新宿区西新宿
6-5-1新宿アイランドタワー 39階
URL http://www.dmhcj.or.jp

（その他の情報は長野県社協HPをご覧ください。）　

新着助成金情報

●リニューアルした福祉だより信州はいかがでしたか？
ご感想、お問合せ、掲載希望等は下記へお寄せください。


